
いままで、ぶんぶんまわってい

た、ふたりのじょちゅうの、い

とまきが、きゅうにあべこべに

まわりますと、たいへんです。

きんのいとと、ぎんのいとが、

するすると、とけてきて、ふた

りのじょちゅうのくびに、まき

つきました 「おやおや。それ」

からどうした 「ふたりのじょ」

ちゅうは、おどろいてたちあが

って、その、まきついたいとを

とろうとして、もがきはじめま

したが、もがけば、もがくほど

いとが、ほどけてきて、てやあ

しに、からみつきました。それ



で、じょちゅうは、ゆかのうえ

をころがりまわりましたが、し

まいには、きんぎんのいとが、

すっかりふたりのじょちゅうに

まきついて、にんげんのいとま

きのようになって、ただ、うん

うん、うなりながら、ゆかのう

えを、ころがりまわるばかりで

した 「おまえは、それをみて」

いたのか 「ええ。あたしは、」

わるいことをした。だって、あ

んなことをいわなければ、ふた

りのじょちゅうは、びっくりし

なかったでしょう。びっくりし

なければ、いとぐるまを、あべ



こべにまわさなかったでしょ

う。いとぐるまを、あべこべに

まわさなければ、きんぎんのい

とは、じょちゅうのくびに、ま

きつかなかったのでしょう」と

ひめはいって、もうし


